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間
を
か
け
て
創
作
曲
を
議
論
、
構
成
詩
を

つ
く
っ
た
。
田
中
淑
子
さ
ん
が
逝
去
。 

【
沖
縄
】
昨
年
12
月
に
路
上
で
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
10
の
グ
ル
ー
プ
。

３
月
フ
ク
シ
マ
と
の
絆
ラ
イ
ブ
は
路
上

ラ
イ
ブ
に
切
り
替
え
た
。
４
月
冲
音
協
合

宿
。
５
月
は
平
和
行
進
。
冲
音
協
、
日
音

協
の
出
発
式
、
県
民
大
会
ス
テ
ー
ジ
が
定

例
化
。 

【
長
野
】
台
風
で
塚
本
さ
ん
お
連
れ
合
い

実
家
が
被
災
、
練
習
会
場
も
使
え
な
く
な

っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は
１
人
の
参
加
。

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
も
続
け
て
き
た
が
、
こ

こ
１
、
２
回
や
っ
て
い
な
い
。 

【
千
葉
】
６
月
ふ
れ
あ
い
音
楽
広
場
。
暮

れ
に
日
音
協
ソ
ン
グ
を
う
た
う
会
だ
が
、

今
年
は
12
月
に
「
地
底
の
う
た
」
を
歌

う
会
を
開
催
す
る
。
６
月
ピ
ー
ス
フ
ェ
ア

２
０
１
９
in
千
葉
に
合
唱
団
ミ
ー
ル
が

参
加
。
中
央
や
東
京
に
参
加
し
て
い
る
。 

【
北
海
道
】
１
月
に
合
宿
と
総
会
。
５
月

メ
ー
デ
ー
。
８
・
６
原
水
爆
禁
止
札
幌
集

会
ダ
イ
・
イ
ン
。
６
月
と
８
月
に
音
楽
祭

に
向
け
た
合
宿
。
10
月
に
道
下
代
議
士

の
交
流
会
で
演
奏
。
11
月
歌
っ
て
い
い

ん
で
な
い
か
い
２
０
１
９
を
開
催
。
11

月
2３
日
は
幌
延
デ
ー
北
海
道
集
会
。 

【
香
川
】
１
月
平
和
労
組
会
議
旗
び
ら

き
。
県
支
部
総
会
。
３
月
県
青
年
団
結
集

会
。
５
月
は
メ
ー
デ
ー
改
め
ワ
ー
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
８
月
反
核
平
和
の
火
リ
レ

ー
と
平
和
友
好
祭
。
月
１
回
集
ま
っ
て
練

習
を
継
続
し
て
い
る
。 

【
岩
手
】
12
月
に
は
た
ら
く
も
の
の
音

楽
祭
in
岩
手
を
開
催
。
今
年
は
７
日
。

翌
日
県
支
部
総
会
。
豊
巻
会
長
は
久
慈
市 

 

 

反原発うたいたい 

 

議
選
再
選
。
野
中
靖
志
さ
ん
（
49
音
楽

祭
岩
手
県
実
事
務
局
次
長
）
が
盛
岡
市
議

選
に
当
選
。 

【
新
潟
】
６
月
か
ら
竹
内
さ
ん
が
全
国
幹

事
に
。
１
月
自
治
労
旗
び
ら
き
、
２
月
社

民
党
、
平
和
セ
ン
タ
ー
旗
び
ら
き
。
３
月

自
治
労
決
起
集
会
。
メ
ー
デ
ー
に
は
か
か 

わ
っ
て
い
な
い
。
７
月
自
治
労
大
会
、
９

月
自
治
労
現
業
公
企
決
起
集
会
。
10
月

南
魚
沼
市
の
つ
む
ぎ
通
り
軽
ト
ラ
市
。
県

職
労
と
仲
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
再
び
２

月
に
開
催
予
定
。 

【
青
森
】
市
議
選
決
起
集
会
と
反
核
燃
集

会
で
Ｐ
Ａ
と
う
た
ご
え
を
担
当
。
総
会
が

開
け
て
い
な
い
が
、
ま
ず
集
ま
っ
て
話
す

場
を
つ
く
り
た
い
。 

【
九
州
】
労
組
と
関
係
は
佐
賀
だ
け
。
昨

年
11
月
の
護
憲
大
会
に
参
加
。
今
年
は

音
楽
祭
に
出
演
で
き
な
か
っ
た
が
、
来
年

千
葉
に
向
け
て
準
備
し
た
い
。 

【
福
島
】
３
月
の
原
発
の
な
い
福
島
を
！

県
民
大
会
は
、
集
会
規
模
が
縮
小
さ
れ
て

声
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
音
楽
祭
に
宮

城
、
山
形
の
仲
間
と
一
緒
に
東
北
南
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
参
加
。
一
人
ひ
と
り
地
域
、

サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
る
。 

報
告
事
項
を
承
認
し
た
あ
と
、
活
動
方

針
案
と
諸
会
計
予
算
案
を
提
案
。
「
２
月

の
セ
ミ
ナ
ー
は
創
作
を
や
る
の
か
、
何
を

や
る
の
か
」
（
千
葉
）
、
「
過
去
出
版
物
の

買
取
り
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
が
、
ど
う

な
の
か
」
（
富
山
）
、
「
音
楽
祭
で
返
し
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
。
気
持
ち
よ
く
演
奏
で

き
る
こ
と
は
大
切
。
日
音
協
の
音
響
に
対 

す
る
方
針
は
」
（
北
海
道
）
、
「
気
持
ち
よ

く
演
奏
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
に
何
を 

求
め
た
ら
い
い
の
か
、
セ
ミ
ナ
ー
で
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
」
（
東
京
）
、
「
リ
ハ
で
は

気
持
ち
よ
く
う
た
え
た
の
に
、
本
番
で
は

よ
く
な
か
っ
た
」（
千
葉
）、「
第
54
回
音

楽
祭
を
沖
縄
で
引
き
受
け
た
い
」（
沖
縄
）

と
発
言
が
あ
り
、
佐
藤
副
会
長
ほ
か
が

「
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
17
日
の
幹
事
会

で
議
論
す
る
。
過
去
出
版
物
を
一
時
期 

半
額
で
買
い
取
っ
た
が
、
今
は
消
極
的
。

音
楽
祭
の
音
響
は
事
実
上
開
催
地
支
部

に
任
せ
て
い
る
、
今
後
検
討
す
る
。
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
要
望
を
受
け
止
め
て
幹
事
会

で
議
論
す
る
。
若
い
会
員
の
交
流
会
の
参

加
者
が
６
人
に
増
え
た
、
来
年
２
月
に
開

催
し
、
千
葉
に
向
け
て
準
備
し
た
い
」
と

答
え
、
議
長
が
「
第
54
回
音
楽
祭
の
沖

縄
開
催
に
向
け
て
準
備
」
と
集
約
。
活
動

方
針
と
予
算
は
提
案
通
り
決
定
し
ま
し

た
。 ま

た
副
会
長
を
２
人
以
内
と
す
る
規

約
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
「
若
干
名
、
ま

た
は
３
人
以
内
と
し
て
は
ど
う
か
」
（
沖

縄
）
の
発
言
に
「
今
後
へ
の
要
望
と
受
け

止
め
る
」
と
い
う
答
弁
を
踏
ま
え
て
、
提

案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。 

音
楽
祭
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
「
支
部
、
サ
ー
ク
ル
、
全
国

労
組
音
協
な
ど
で
の
議
論
を
改
め
て
要

請
」
「
２
０
２
２
年
以
降
の
音
楽
祭
の
あ

り
方
は
、
２
０
２
０
年
７
月
に
開
催
予
定

の
全
国
代
表
者
会
議
で
集
中
的
に
議
論
」

「
第
57
回
定
期
総
会
ま
で
に
方
針
を
確

立
」
と
提
案
。
「
連
合
の
協
力
が
得
ら
れ

る
か
不
安
が
あ
る
。
日
音
協
が
ど
う
労
働

運
動
と
か
か
わ
る
か
が
大
事
。
日
音
協
の

会
員
に
現
役
組
合
員
が
少
な
い
」
（
沖

縄
）、「
始
ま
り
は
労
働
組
合
だ
っ
た
。
ど

こ
を
私
た
ち
が
運
動
す
る
場
と
し
て
つ

く
っ
て
い
く
か
だ
」
（
北
海
道
）
、
「
自
治

労
以
外
の
労
組
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
い
る
。
連
合
に
踏
み
出
し
て
何
を

訴
え
る
か
が
重
要
。
う
た
で
何
を
表
現
す

る
の
か
を
問
い
直
す
作
業
が
必
要
。
そ
の 

 

 

日
音
協
は
11
月
16
日
、
東
京
都
豊
島

区
の
駒
込
地
域
文
化
創
造
館
で
第
56
回

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
14
支
部

の
代
議
員
15
人
を
は
じ
め
、
役
員
、
傍

聴
者
な
ど
26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

議
長
に
岩
藤
範
雄
さ
ん
（
東
京
都
支

部
）
を
選
出
し
た
後
、
松
本
会
長
が
「
第

52
回
音
楽
祭
の
成
功
、
そ
し
て
秋
田
県

支
部
の
が
ん
ば
り
に
感
謝
。
こ
の
１
年

間
、
若
い
会
員
を
増
や
す
こ
と
を
強
調
し

た
が
、
２
人
の
若
い
会
員
を
迎
え
た
。
活

動
方
針
案
で
は
音
楽
現
場
を
つ
く
る
こ

と
を
改
め
て
強
調
し
て
い
る
。
積
極
的
な

議
論
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

経
過
報
告
、
会
計
報
告
に
対
し
て
、
14

支
部
が
発
言
し
ま
し
た
。 

【
秋
田
】
52
音
楽
祭
に
多
く
参
加
あ
り

が
と
う
。
準
備
が
ん
ば
っ
た
。
21
日
に

総
括
の
実
行
委
員
会
を
予
定
。
連
合
平
和

の
夕
べ
、
食
と
緑
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
東

北
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
11
月
30
日
に
、
桜
庭
智
英
コ
ン
サ

ー
ト
を
予
定
。 

【
富
山
】
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は
、
初
日

は
コ
ン
サ
ー
ト
、
翌
日
は
３
人
に
「
音
楽

と
私
」
を
話
し
て
頂
い
た
。
ア
コ
研
が
８

月
に
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
コ
ラ

ー
レ
の
ぶ
っ
と
お
し
ラ
イ
ブ
に
出
演
。 

【
東
京
】
昨
年
の
12
月
都
支
部
コ
ン
サ

ー
ト
に
87
人
。
２
月
総
会
。
３
月
マ
ー

チ
イ
ン
マ
ー
チ
、
外
国
人
労
働
者
の
集
会

で
演
奏
。
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
で
送
り

出
し
演
奏
、
イ
ッ
ト
ク
フ
ェ
ス
ス
テ
ー
ジ

も
担
っ
た
。
５
・
３
憲
法
集
会
、
う
た
ご

え
と
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
は
英
語
バ
ー
ジ

ョ
ン
。
音
楽
祭
に
向
け
て
選
曲
会
議
で
時 
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2019年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 611 号（2） 

 日音協のみずからを表現する運動の重要な

柱である創作を推進するために、日音協ソン

グ 2019を募集したところ、6支部の 10人

と 1 グループから 16 作品の応募がありまし

た。ありがとうございます。 

 作品集は上記のようなパンフレットにまと

め、会員の皆さんの分は総会の場において各

支部の代表者にお渡ししました。読者の皆さ

んには後ほど郵送いたします。 

 本来選考委員会の委員および委員長クラス

の方からも応募があり、今回も幹事会の力量

が試される選考でもありました。 

 個々の作品を、楽譜・音源（なければ演奏

して）にて、２回の幹事会で決定しました。 

 反応・批評がないのは作者に対して失礼だ

ということで、いろいろ評価・感想を交わし

ました。（今紙面では個々のコメントは差し控

えますが）後ほど出された意見は作者の皆さ

んに送ることにしています。 

 ということで、幹事会としては、次の４曲

を日音協ソング 2019として推薦します。 

 

（あいうえお順） 

ありがとう 詩＝津谷さつき 曲＝桜庭智英 

生きる   原詩＝相良倫子 詩＝笠木博逸 

      補詩＝守谷明宏 曲＝笠木博逸 

紙ひこうき 詩・曲＝大嶋忠男 

隣の家 ウチの家  

      詩・曲＝宮脇昌典 

 

 なお、日音協総会開会に際し、幹事会で分

担して４曲を演奏し紹介しました。 

             （副会長・佐藤） 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
１
面
よ
り
続
く
） 

上
で
、
全
国
規
模
の
音
楽
祭
の
議
論
が

あ
る
」（
新
潟
）、「
み
な
さ
ん
の
発
言
を

な
る
ほ
ど
と
思
う
。
幹
事
会
提
案
は
音

楽
祭
を
や
る
、
や
ら
な
い
の
二
者
択
一

で
は
な
い
か
。
労
組
と
の
関
係
は
二
者

択
一
で
な
い
」（
東
京
）、「
日
音
協
の
運

動
を
継
ぐ
の
は
労
働
者
。
労
働
組
合
は

連
合
だ
け
で
な
い
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
を
無
視
で
き
な
い
」
（
千
葉
）
、

「
イ
ッ
ト
ク
フ
ェ
ス
な
ど
、
一
緒
に
音

楽
を
で
き
る
人
の
演
奏
を
聴
き
に
行
っ

て
つ
な
が
ろ
う
」（
坂
口
幹
事
）、「
音
楽

祭
の
今
後
の
あ
り
方
は
、
音
楽
運
動
の

あ
り
方
。
音
楽
祭
の
、
日
音
協
の
持
続

可
能
性
の
問
題
。
労
組
と
の
つ
な
が
り

も
努
力
」（
竹
内
幹
事
）、「
日
音
協
規
約

は
個
人
が
会
員
、
県
支
部
は
労
組
を
会

員
に
し
て
い
る
。
規
約
上
の
統
一
も
必

要
」（
岩
手
）
と
い
う
発
言
を
受
け
、
当

面
、
７
月
全
代
ま
で
議
論
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。 

 
 

（
松
本
敏
之
） 

役
員
選
出
で
は
、
坂
口
美
日
さ
ん
（
東

京
都
支
部
）
を
新
た
に
副
会
長
に
選
出

し
、
ほ
か
の
役
員
は
す
べ
て
再
選
と
し

ま
し
た
。 

 
 

 会
長 

 
 

松
本
敏
之
（
茨
城
県
支
部
） 

副
会
長 

 

佐
藤
康
弘
（
青
森
県
支
部
） 

副
会
長 

 

坂
口
美
日
（
東
京
都
支
部
） 

事
務
局
長 

金
田
光
弘
（
茨
城
県
支
部
） 

幹
事 

 
 

白
石
信
吾
（
東
京
都
支
部
） 

幹
事 

 
 

後
藤
雅
裕
（
秋
田
県
支
部
） 

幹
事 

 
 

細
川 

剛
（
香
川
県
支
部
） 

幹
事 

 
 

塚
本 

昇
（
長
野
県
支
部
） 

幹
事 

 
 

竹
内
崇
史
（
新
潟
県
支
部
） 

監
査 

 
 

磯
野
宏
之
（
北
海
道
支
部
） 

監
査 

 
 

山
城
文
雄
（
沖
縄
県
支
部
） 

 

事
務
局
員 

森 
理
子
（
東
京
都
支
部
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当 

 
 

 
 

 

南
原
敏
志
（
香
川
県
支
部
） 

日音協は 11月 16日、第 56回総会に続けて第 53 回

はたらくものの音楽祭第１回中央実行委員会を開催。14

支部が出席して、日音協松本会長を実行委員長とする実行

委員会の発足を確認しました。 

会議では、千葉の代表が、「地底のうた」を京成吹奏楽

団と一緒にオープニングでうたうなど、企画の検討状況を

報告。全国交流会、千葉県実行委員会の構成、合評会と各

支部感想集の扱いなどを議論しました。 

 

音楽祭までの日程 
 

【2019年】 

11月  第53回はたらくものの音楽祭中央実行委員会 

12月 

 

【2020年】 

1月   千葉県実行委員会 

2月  1日  第２回日音協幹事会  

2月  日音協セミナー2020＆若い会員の交流会 

3月 

4月  中央メーデー 

4月 28日  エントリー〆切 

5月 9日  出演申込〆切 

5月 14日～17日  日音協の沖縄行動 

5月 29日  司会原稿、舞台配置図提出〆切 

 6月 12日  仕込み 

 6月 13日  音楽祭一日目、全国交流会 

 6月 14日  音楽祭二日目 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 611 号（3） 

 

11
月
24
日
（
日
）、
北
区
滝
野
川
会

館
に
て
、
２
０
１
９
東
京
都
支
部
コ
ン

サ
ー
ト
『
届
け
た
い
私
の
歌
』
を
開
催

し
た
。
早
々
に
音
響
機
材
の
搬
入
が
済

ん
だ
の
に
、
可
動
ス
テ
ー
ジ
の
ボ
ル
ト

が
壊
れ
て
い
た
り
、
開
演
直
前
に
会
館

か
ら
マ
イ
ク
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し

て
い
る
と
言
わ
れ
、
慌
て
て
借
用
手
続

き
を
し
た
り
と
、
慣
れ
て
い
る
は
ず
の

会
場
な
の
に
ド
タ
バ
タ
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
都
支
部
会
員
は
板
付
き
の
ま
ま
、

司
会
の
桑
原
さ
ん
が
自
身
の
地
域
活

動
の
ネ
タ
で
時
間
を
稼
い
で
く
れ
た
。 

出
演
は
11
団
体
。
メ
イ
ウ
ィ
ン
ズ
、

R
ic

o
&

T
a
ts

u

、
風
来
帽
子
、
狭
石
啓 

共
感
を
呼
ん
だ
。 

グ
ル
ー
プ
の
他
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
構
成
『
い
つ
か
み
ん
な
に
な
る
ひ
と

り
の
た
め
に
』
、
今
年
６
月
、
避
難
先

の
武
蔵
野
市
か
ら
郡
山
に
移
ら
れ
た

小
島
力
さ
ん
を
送
別
す
る
企
画
『
原
発

事
故
は
終
わ
っ
て
い
な
い
』
を
都
支
部

と
し
て
演
奏
し
た
。
こ
の
企
画
で
は
、

小
島
さ
ん
の
東
京
で
の
避
難
生
活
が

映
像
と
歌
と
ご
自
身
に
よ
る
詩
の
朗

読
と
で
綴
ら
れ
、
会
場
は
し
ん
と
静
ま

り
、
耳
を
傾
け
た
。
小
島
さ
ん
の
講
演

活
動
と
と
も
に
歌
う
こ
と
で
、
私
た
ち

は
歌
う
場
を
広
げ
ら
れ
た
。
心
か
ら
感

謝
し
た
い
。 

子
、
寺
島
博
之
、
反
原
発
う
た
い
た
い
、

フ
ジ
ミ
グ
ル
ー
プ
、
う
い
み
ん
、
お
だ

か
ず
や
、
あ
ん
く
る
ん
、
４
９
（
フ
ォ

ー
テ
ィ
・
ナ
イ
ン
）
。
フ
ジ
ミ
グ
ル
ー

プ
は
初
出
演
。
小
気
味
の
い
い
替
え
歌

で
会
場
を
湧
か
せ
た
。
寺
島
さ
ん
は
３

年
ぶ
り
。
歌
声
健
在
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の

甘
い
響
き
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

反
原
発
う
た
い
た
い
は
、
８
月
に
亡
く

な
っ
た
田
中
淑
子
さ
ん
（
ヨ
ッ
シ
ー
）

を
偲
び
、
彼
女
の
作
詞
し
た
歌
を
歌
っ

た
。
ヨ
ッ
シ
ー
の
名
言
「
歳
を
と
る
と

『
き
ょ
う
よ
う
』
と
『
き
ょ
う
い
く
』

が
大
事
な
の
よ
。『
今
日
、
用
が
あ
る
』

『
今
日
、
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
』」
は 

参
加
者
は
88
名
。
末
広
が
り
で
目

出
度
い
数
字
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
は

25
枚
、
な
か
な
か
良
い
回
収
率
で
は

な
い
か
。
終
演
後
、
「
一
緒
に
歌
い
た

い
。
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
」
と
尋

ね
て
き
た
人
が
い
た
。
嬉
し
い
な
あ
。

金
曜
日
の
茱
萸
坂
と
、
メ
ー
デ
ー
合
唱

団
を
紹
介
し
た
。
開
か
れ
た
「
う
た
の

場
」
が
あ
る
。
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も

ど
う
ぞ
。 

 
 

 
 

（
森 

理
子
） 

 １ と き 2020 年２月 21 日（金）夜集合、23 日（日）15 時まで 

講座は 22 日（土）９時から。 

２ ところ  

(1) 講座は学園坂スタジオ（東京都小平市学園東町１丁目 7-41 ３階） 

(2) 宿泊はビジネスホテル一茶本館ほかを予定します。 

３ 内 容 

(1) 第 50 回はたらくものの音楽祭（2017 年７月：東京都江戸川区）でゲス

トとして演奏いただいた港大尋さんを講師に迎え、アレンジまたは演奏法を

まなぶことを中心にします。 

(2) 港大尋さんは、地域で子どもたちと一緒に演奏するなどの地域活動をして

おられます。私たちにも参考になるのことがあるのではないかということ

で、地域活動についてのご講演も予定しています。 

４ 参加費と交通費一部負担など 

(1) 参加費：18,500 円（２泊、朝食、21 日と 22 日の懇親交流会含む） 

(2) 日音協セミナーに参加する日音協会員で各支部１人につき、往復交通費の

うち 13,000 円を超える分を日音協が負担します。 

(3) 22 日（土）と 23 日（日）の昼食は各自でとってください。(1)「参加費」

に昼食代は含みません。 

５ 参加申込み 

１月 23 日（木）を第１次締め切りとして、日音協事務所あて、お名前、全

日程参加かどうか、持ち込み楽器、連絡先などを明らかにして申し込んでくだ

さい。 

日本音楽協議会 メール nichion@yomogi.or.jp 

FAX  03 6369 3057 

 

 

 

 

 

 2020 日音協セミナーと、同じ日

程で開催する若い会員の交流会（内

容省略）の概要をお知らせします。 

 多くの方の参加をお待ちしてお

ります。      （幹事会一同） 

 

 

小島さんの送別企画 

寺島博之さん 

フジミグループ 
小島力さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 611 号（4） 

１１
月
２
日
（
土
）
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
北
海
道
支
部
）
は
２
年
ぶ
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
前
回
と
同
じ
地
下
鉄
琴
似

駅
直
結
の
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
こ
と

に
パ
ト
ス
」
で
行
っ
た
。
参
加
者
は
総

勢
１
０
５
人
。
家
族
、
友
人
、
職
場
、

組
合
、
退
職
者
連
合
、
議
員
な
ど
総
動

員
し
て
の
成
果
で
あ
る
。
２
年
ぶ
り
と

い
う
の
は
、
当
然
出
演
者
メ
ン
バ
ー
も

２
つ
年
を
と
り
平
均
年
齢
６３
歳
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
演
奏

会
と
揶
揄
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
が
、
的

場
さ
ん
を
筆
頭
に
メ
ン
バ
ー
も
「
ま
だ

ま
だ
元
気
で
旅
の
途
中
な
の
だ
」
と
粋

が
っ
て
、
午
後
５
時
か
ら
８
時
ま
で

10

グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
し

た
。 

 

続
い
て
Ｃ
Ｆ
ボ
ー
イ
ズ
の
村
雲
孝

さ
ん
は
「
な
に
が
な
ん
だ
か
第
１
章
、

第
２
章
、
第
３
章
」
を
披
露
。
第
１ 

章
で
「
真
鯵
、
室
鯵
、
ア
ジ
フ
ラ
イ
、

ク
サ
ヤ
」
を
歌
い
、
第
２
章
で
は
昭
和

名
曲
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
「
今
日
の
ク

サ
ヤ
は
旨
か
っ
た
。
後
は
ア
ジ
フ
ラ
イ

を
食
べ
る
だ
け
」
（
山
谷
ブ
ル
ー
ス
）

と
続
き
、
第
３
章
で
は
「
南
無
鯵
陀
仏
」

と
神
や
仏
ま
で
広
が
る
村
雲
ワ
ー
ル

ド
を
11
分
に
渡
っ
て
熱
演
し
た
。 

ト
リ
は
、
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
。
ま
ず

は
着
物
姿
で
ね
っ
ち
ゃ
ん
が
登
場
。

『
安
倍
晋
三
、
ウ
ン
コ
た
れ
、
令
和
ま

で
、
で
し
ゃ
ば
っ
て
、
手
の
ひ
ら
返
し
、

消
費
税
、
命
が
け
、
憲
法
改
正
、
い
や

ー
だ
ね
、
年
金
も
、
森
加
計
も
、
も
み

消
し
て
、
て
な
こ
と
や
っ
て
り
ゃ
ダ
メ

だ
べ
さ
。
』
と
「
し
り
と
り
演
歌
２
０

１
９
」
で
始
ま
り
、
仕
舞
に
は
「
ヘ
ボ

ミ
ア
ン
、
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
姿
に
胸
毛
を
だ
し
「
安
倍
を
倒
し
た

ら
み
ん
な
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
右
手

を
突
き
出
し
「
そ
だ
ね
～
」
で
締
め
く

く
っ
た
。 

 

朴
保
（
パ
ク
ポ
ー
）
も
東
京
か
ら
駆

け
つ
け
て
く
れ
ゲ
ス
ト
出
演
、
魂
の
こ

も
っ
た
歌
を
披
露
。
お
酒
も
入
っ
て
会

場
は
熱
気
と
笑
い
に
包
ま
れ
、「
ま
た

２
年
後
に
逢
い
ま
し
ょ
う
」
で
お
開
き

と
な
っ
た
。
今
回
は
日
音
協
の
仲
間
か

ら
の
「
友
情
出
演
」
は
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
ま
た
の
機
会
に
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

（
磯
野
宏
之
） 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
う
た
っ
て
い
い
ん
で
な
い
か
い
」
を

Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
披
露
。
つ
づ
い
て

構
成
詩
「
大
地
の
風
」
の
当
時
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
札
幌

退
職
者
の
会
Ｇ
＆
Ｂ
総
勢

14

名
が

「
わ
だ
つ
み
の
歌
」
な
ど
２
曲
を
熱

唱
、
ま
だ
ま
だ
歌
の
上
手
さ
は
健
在

だ
。 続

い
て
、
笠
木
＆
沼
前
は
昔
懐
か

し
い
Ｃ
Ｃ
Ｒ
の
「
雨
を
見
た
か
い
」

を
「
ア
ベ
を
見
た
か
い
」
と
替
え
歌

に
し
て
安
倍
政
権
を
痛
烈
に
冷
や
か

し
た
。 

ま
と
ば
よ
し
お
さ
ん
は
、
「
あ
り
が

と
う
私
の
唄
」
な
ど
今
村
一
男
さ
ん
の

曲
を
３
曲
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
で
熱
く

歌
い
上
げ
た
。 

カ
コ
ち
ゃ
ん
（
石
川
加
鶴
子
）
は
パ

ン
ダ
の
衣
装
を
ま
と
い
バ
ラ
ー
ド
曲

の
「
強
く
」
な
ど
３
曲
を
披
露
。 

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ン
バ
ー
の
関
克
己
も
加
わ
り
、
「
海

の
あ
る
街
へ
」
「
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
・

ブ
ル
ー
ス
」
な
ど
を
厚
み
の
あ
る
歌
を

響
か
せ
た
。 

FMカンパニー 

笠木＆沼前 

まとばよしお CFボーイズ 

カコちゃん ブルートレイン 

ブービーバンド 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 12 月 1 日             音 楽 運 動              第 611 号（5） 

「七まがり恋歌」の岩崎守氏が逝く 
 

 10 月 9 日、岩崎守氏が永眠しました。死

因は「間質性肺炎」で、薄い肺胞壁に炎症や

損傷がおこり、壁が厚く硬くなり、ガス交換

がうまくできなくなる難病でした。1 月、2

月、3 月と入院し、その後退院し体調も良か

ったようですが 9 月に再入院。病には勝てま

せんでした。 

 彼は全電通新潟県支部音サ協の活動や日音

協新潟県支部の活動に尽力し、その活動が評

価され、1979 年に開催された「第 12 回日

ソ友好労働組合集会＝ミンスク集会」の日本

代表団の一員に選ばれ、藤川・的場・天羽・

外尾の仲間と共にソビエトの各都市で演奏を

行いました。 

 彼は多くの曲をつくりました。「岩崎守と言

えば七まがり恋歌（うたのひろば・選集）」と

言われるように、この歌は誰もが知るところ

ですが、彼のスマホの着メロは「ふるふるふ

る（うたのひろばⅢ）」だったことを思い出し

ました。2 番の最後の歌詞“降りそそぐ雨の

ように絶え間なく大地を打つ”のところに彼

の強い意志を感じます。合掌 

（新潟県支部 今村一男） 

「ほろのべ集会」に参加して 
「暖かいねえ」。「そだね～」。 

１１月２３日の勤労感謝の祭日は、FM カンパニーにはこの

３４年間ない。１９８５年１１月２３日に旧動燃が「高レベ

ル放射性廃棄物の貯蔵・研究施設」の建設に向けて、抜き打

ちボーリングを強行して以来、毎年、「ほろのべ集会」は開催

されている。 

以来３４回ずーっと休まず「前段演奏」をしてきた。いつ

もは吹雪のマイナス 5 度の寒さでギターの弦を抑える指がち

ぎれそうになる思いをしてきたが、今年はなんと 10 度の「暖

かさ」である。この 30 年あまりで温暖化ははっきりと見て

取れる。 

 さて札幌から幌延まで 280 キロ。５時間かけて現地に到

着。20 分の演奏をして集会に参加してまた再び 280 キロ 5

時間かけて任務終了。なんとも体力のいる任務なのであるが、

今年で 34 回目で、その謝礼は一回 3 枚とするとこれまた大

した額になるもんだ。 

 2000 年に「核抜き条例」で研究センターを受け入れ、20

年程度で研究は目途が立つとしていたが、今年 8 月研究セン

ターは 2028年までの更なる延長を北海道と幌延町に求めて

きた。延長の撤回と研究施設の解体を強く求めて集会を終え

闘う決意を確認したが、今後延長が決まってしまうと後 9 回

集会は続くことになり、自分たちの「前段演奏の延長」の方

が出来るのか心配なのである。        （磯野宏之） 
 

 

岩崎   天羽  外尾   的場  藤川 

11
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
、
第
56
回
佐
賀
県
平
和

と
権
利
を
守
る
女
性
集
会

に
、
日
音
協
九
州
支
部
と
し

て
歌
唱
指
導
を
し
ま
し
た
。 

 

支
部
会
員
３
人
と
ア
イ

女
性
会
議
鳥
栖
支
部
の
７

人
で
４
曲
歌
い
ま
し
た
。 

 

「
決
意
」
「
私
は
忘
れ
な

い
」「
う
た
お
う
命
の
歌
を
」

「
戦
争
に
力
貸
さ
な
い
」
の

４
曲
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
山
田
力
） 

 

 

日音協 Googleグループを開設 
 

 日音協はこのたび、日音協会員を対象とする

Google グループを立ち上げました。日音協グルー

プ（メーリングリスト）は日音協会員で希望する方

はだれでもメンバーになることができます。グルー

プのメールアドレスに、登録されたメールアドレス

からメールを送ると、登録されているメンバー全員

にそのメールが届きます。日音協にかかわるさまざ

まな情報交換、たとえばイベントの告知、お問い合

わせ、日音協の活動にかかわる意見など、自由にご

発言ください。 

 機関紙をメールで受け取る会員には Google メ

ールへの招待のメールが届きますので、このメール

に書かれた方法に従ってグループのメンバーに登

録してください。機関紙を郵送で受け取る会員もこ

のグループに登録できますので、Google グループ

に登録を希望するむね、日音協あてメールを送って

ください。 
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▼
文
化
庁
の
日
本
語
に
関
す
る
世
論
調

査
で
、
半
分
以
上
の
人
が
本
来
と
は
違

う
意
味
で
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
▼
「
憮
然
（
ぶ
ぜ
ん
）
」
は
「
失

望
し
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
様
子
」
が

本
来
の
意
味
な
の
だ
が
、
「
腹
を
立
て

て
い
る
様
子
」
と
し
た
人
の
方
が
多
か

っ
た
。
「
砂
を
か
む
よ
う
」
は
、
「
悔

し
く
て
た
ま
ら
な
い
様
子
」
と
誤
っ
た

意
味
で
使
う
人
が
５
割
以
上
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
「
受
験
生
ブ
ル
ー
ス
」
と

い
う
曲
の
歌
詞
に
出
て
く
る
の
で
そ
の

曲
を
知
っ
て
い
る
人
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
。
「
御
（
お
ん
）
の
字
」
も
、
本
来

の
「
大
い
に
あ
り
が
た
い
」
を
選
択
し

た
の
は
37
％
で
、
50
％
は
「
一
応
、
納

得
で
き
る
」
と
捉
え
て
い
た
。
「
破
天

荒
」
は
「
誰
も
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と

を
す
る
こ
と
」
と
い
う
本
来
の
意
味
で

使
う
日
本
人
は
17
％
程
度
し
か
い
な

い
一
方
、
「
豪
快
で
大
胆
な
様
子
」
と

い
う
意
味
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
人
が

65
％
近
く
も
い
た
。
▼
「
さ
わ
り
」
は

「
話
の
最
初
の
部
分
の
こ
と
」
で
は
な

く
「
話
の
要
点
」
と
い
う
の
が
正
し
い

意
味
。
「
姑
息
」
は
「
卑
怯
な
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
「
一
時
し
の
ぎ
」

と
い
う
意
味
。
「
失
笑
」
は
、
正
し
く

は
「
こ
ら
え
き
れ
ず
に
吹
き
出
し
て
笑

う
こ
と
」
な
の
だ
が
、
60
％
以
上
も
の

人
が
「
笑
い
も
出
な
い
く
ら
い
あ
き
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
」
と
い
う
意
味 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
使
っ
て
い
る
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日
で
は
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も
は
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辞
書
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し
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飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

11
／
15
（
３
７
０
回
） 

報
告 

長
島 

 

参
加
者 

ス
ー
さ
ん
、
達
哉
く
ん
、

鈴
木
さ
ん
、
葉
子
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
、

長
島
、
未
来
の
た
め
の
合
唱
の
方 

 

ナ
ベ
さ
ん 

 

計
８
名 

 

や
っ
と
金
曜
日
に
参
加
で
き
た
。

霞
ヶ
関
か
ら
坂
道
を
登
る
と
反
原

連
の
コ
ー
ル
と
、
ド
ラ
ム
の
音
が 

聞
こ
え
て
く
る
。
茱
萸
坂
で
は
、
ス

ー
さ
ん
と
葉
子
さ
ん
が
『
私
た
ち
は

許
さ
な
い
』
を
歌
っ
て
い
た
。 

お
迎
え
の
歌
は
ス
キ
ッ
プ
し
『
あ

た
り
ま
え
の
地
球
』
『
あ
な
た
に
届

け
と
』
他
を
歌
う
。
達
哉
く
ん
、
鈴

木
さ
ん
が
到
着
し
、
都
支
部
コ
ン
サ

ー
ト
で
歌
う
歌
に
つ
い
て
話
し
、
練

習
を
か
ね
て
歌
っ
た
。
今
日
は
瓦
井

さ
ん
が
来
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
『
オ
ー
イ
人

間
』『
茱
萸
坂
賛
歌
』『
私
た
ち
は
許 

▼編集部へのメールを紹介します 

▼北海道の笠木です。長岡の池乘

さん（「ロンゲラップ島の雪」の

作者）から訃報が届きました。▼

新潟の岩崎守さんが亡くなりまし

た。それにしても早い旅立ちです。

ご冥福をお祈りすると共に情報の

共有化をさせていただきます。▼

あの当時、日音協の中心的存在で

した。彼の歌はこれからも歌い継

がれるでしょう。はたらくものの

歌声よ、天まで届け!! 

▼幌延集会。トラクターを先頭に

デモ行進。写真を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼11 月 21 日、秋田市において、

第 52 回はたらくものの音楽祭秋

田県実行委員会・第４回実行委員

会が開催されました。▼実行委員

会やスタッフの皆さんのつながり

や、出迎え演奏など暖かい音楽祭

でした。とお礼を述べてきました。

その後駅前の大衆居酒屋で打上げ

をしました。参加者は一部負担と

いうことで 2000 円会費でした。

労組の委員長から「スポットライ

トをまかせてもらって楽しかった

よ」と言ってもらって酒もすすみ

ました。二次会の焼き鳥屋では、

林野の木下さんと遭遇･･･（佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

さ
な
い
』
を
う
た
う
予
定
と
い
う
。

久
し
ぶ
り
の
ピ
ア
ニ
カ
に
音
程
は

Ｃ
調
で
高
か
っ
た
り
低
か
っ
た
り
、

歌
い
に
く
い
演
奏
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
『
フ
ク
シ

マ
を
く
り
返
す
な
』
を
、
未
来
の
た

め
の
合
唱
団
の
か
た
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
と
聞
い
て
新
た
な
発
見
を
し

た
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
。 

気
分
を
変
え
て
、
た
ん
ぽ
ぽ
舎
で

歌
う
曲
を
き
め
た
が
、
達
哉
く
ん
が

ど
う
し
て
も
『
安
倍
じ
ゃ
ダ
メ
で
し

ょ
』
か
『
安
倍
サ
ン
、
今
す
ぐ
さ
よ

う
な
ら
』
を
歌
い
た
い
と
い
う
。
こ

の
間
の
安
倍
政
権
の
誠
意
の
な
い

対
応
に
、
『
怒
り
の
こ
ぶ
し
を
上
げ

よ
う
』
が
思
い
つ
く
。
続
い
て
『
私

た
ち
は
許
さ
な
い
』
『
原
子
力
発
電

Ｎ
Ｏ
！
』
を
歌
い
、
終
わ
り
に
し
た
。

ナ
ベ
さ
ん
が
『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ 

！
』
を
、
は
じ
め
か
ら
お
わ
り
ま
で

力
強
く
歌
っ
た
。 

そ
し
て
、
達
哉
く
ん
タ
イ
ム
が
始

ま
る
。
今
日
は
４
人
（
前
は
「
今
は

ひ
と
り
合
唱
団
」
）
で
『
望
郷
』
を

歌
う
。
達
哉
く
ん
の
こ
だ
わ
り
は
オ

ブ
リ
ガ
ー
ド
を
入
れ
た
い
と
い
う
。

達
哉
く
ん
が
ソ
ロ
を
長
島
に
♪
帰

り
た
～
い
♪
と
入
っ
て
く
れ
と
言

う
。
次
は
自
分
が
入
る
か
ら
「
帰
り

た
い
♪
」
と
歌
え
と
、
し
っ
か
り
仕

切
り
、
つ
い
で
に
都
支
部
コ
ン
サ
ー

ト
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
た
。 

茱
萸
坂
に
も
ど
る
と
坂
口
さ
ん

が
到
着
。
秋
も
深
ま
り
、
今
日
は
双

葉
の
秋
は
歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
あ

れ
か
ら
８
年
以
上
が
過
ぎ
、
被
災
し

た
方
も
抗
議
の
声
を
あ
げ
る
私
た

ち
も
そ
れ
だ
け
の
年
齢
と
年
月
を

過
ご
し
て
き
た
。
こ
の
ど
う
し
よ
う

も
な
い
思
い
を
ど
こ
に
、
ど
う
や
っ

て
ぶ
つ
け
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
。
怒

り
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
、
も
っ

と
、
き
ち
ん
と
向
き
合
う
政
治
で
未

来
に
責
任
を
持
つ
道
筋
を
つ
け
て 

欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
お
見
送
り
の
歌
を
歌
う
頃
、
ク

ッ
キ
ー
坊
や
が
駆
け
て
い
っ
た
。
背

も
の
び
て
坊
や
で
は
な
く
少
年
に

成
長
し
て
い
た
。 

 
 

 

【 

追
伸 

】 

11
月
24
日
の
日
曜
日 

東
京
都

北
区
に
あ
る
滝
野
川
会
館
に
お
い

て
日
音
協
東
京
都
支
部
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
る
。
私
た
ち
は
、
「
反

原
発
う
た
い
た
い
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、
故
ヨ
ッ
シ
ー
と
い
っ
し

ょ
に
参
加
す
る
。
『
オ
ー
イ
人
間
』

は
ヨ
ッ
シ
ー
が
紙
芝
居
で
歌
っ
た

曲
だ
。
お
ろ
か
な
人
間
に
、
原
子
力

発
電
な
ん
か
止
め
よ
う
、
大
事
な
も

の
は
何
か
問
い
か
け
る
よ
う
な
歌

だ
っ
た
よ
う
な
・
・
・
瓦
井
さ
ん
の

ソ
ロ
で
歌
う
。 

『
茱
萸
坂
賛
歌
』
『
私
た
ち
は
許

さ
な
い
』
は
み
ん
な
で
歌
お
う
。
是

非
、
都
合
の
つ
く
範
囲
で
い
っ
し
ょ

に
歌
い
た
い
。 

 


